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環境と健康の視点でとらえるSDGs

北海道大学 環境健康科学研究教育センター
湊屋 街子

2018.10.17 市民講演会
SDGsを考える

～暮らし・教育・健康～



私たちはだれもが健康な生活を送りたいと願っています
健康には、私たちの身のまわりの環境が大きく関係しています
今日は、SDGsの17目標のひとつ「すべての人に健康と福祉を」
を軸にお話しをしたいと思います

はじめに・・・ 2



目標3「すべての人に健康と福祉を」、
「健康」は17の目標すべてに関わっている
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ターゲット3.9 
2030年までに、有害化学物質、ならびに大気、
水質及び土壌の汚染による死亡及び疾病の
件数を大幅に減少させる

目標3を環境と健康の視点でみてみると…

身の回りの環境はどのくらい私たちに影響する？
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WHOの報告によると…

世界中の死の23％が、環境と関連しており、
その数はおよそ12,600,000人
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特に環境化学物質に着目をすると・・・ 6



特に環境化学物質に着目をすると・・・

世界では、毎年20万人が
化学物質への曝露が

原因で死亡重金属

農薬 薬剤

塗料

溶剤
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私たちは日々の生活で化学物質の曝露を受けている

呼吸

飲食

皮膚
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特に環境による影響を受けやすいのは…子どもたち

子どもは、守られるべき"脆弱な人々"
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発達の遅れ、問題行動
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私たちの健康はおなかの中にいるときから・・・ 10



環境

子ども

健康

私たち研究者ができることは？
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38

北海道大学環境健康科学研究教育センターは、
環境化学物質による健康障害の予防に関するWHO研究協力センター
として、目標3のターゲットでもある、タバコを含む有害な環境化学
物質による、様々な健康への影響を、おなかの中にいるときから、
生後の成長を追跡調査することで明らかにする研究を実施

北海道スタディ 12



北海道大規模コホート

リクルート 2002～2012年

登録人数
（母）

20,926名
（北海道37医療機関）

乳児期 幼児期 学童期出生胎児期 思春期 青年期

2002年より妊婦、その子どもの追跡調査を実施北海道スタディ

リスク要因（胎児期） 体格 甲状腺
ホルモン

性/ステロイド
ホルモン 発達 アレルギー・

感染症
喫煙、カフェイン ✓ ✓
社会経済要因 ✓ ✓
ダイオキシン類 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
有機フッ素化合物* ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
有機塩素系農薬 ✓
メチル化水銀 ✓
フタル酸エステル ✓ ✓ ✓
ビスフェノールA ✓ ✓

*有機フッ素化合物は、撥水・撥油性などの特徴を持ち、撥水撥油剤、界面活性剤、
消火剤、殺虫剤、および調理用器具のコーティング剤等の幅広い用途で使用される
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Washino et al.  EHP 2009

発育への影響

有機フッ素化合物(PFOS)濃度
の増加によって、出生体重が減少

北海道スタディからわかったこと

有機フッ素化合物(PFOS)濃度

出
生
体
重

(g
)

Minatoya et al. Environ Res 2017

有機フッ素化合物(PFOS)の
増加によって、アディポネクチン
濃度※は増加する

※脂肪細胞から分泌される物質で、血管の修復作用
やインスリンの分泌を抑えるといった生理活性作用など
がある

低濃度 高濃度
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Kato et al. Environ Heath Prev Med 2016

北海道スタディからわかったこと

有機フッ素化合物(PFOS)濃度
の増加によって、妊婦の甲状腺刺
激ホルモン濃度は減少、新生児の
甲状腺刺激ホルモン濃度が増加

低濃度 高濃度

新
生
児
の
甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
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U
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Goudarzi et al. STOTEN 2016

有機フッ素化合物(PFOA)濃度
の増加によって、女児の6か月の
精神発達のスコアが低下

低濃度 高濃度
精
神
発
達
の
ス
コア

発育・発達への影響
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低濃度

Itoh et al. Environ Int 2016

男児

女児

低濃度 高濃度低濃度 高濃度

低濃度 高濃度 低濃度 高濃度

低濃度 高濃度

北海道スタディからわかったこと

有機フッ素化合物(PFOS)濃度の増加によって、
性ホルモン濃度が乱れる

ホルモンバランスへの影響
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Goudarzi et al. Environ Int 2016

低濃度 高濃度

低濃度 高濃度

北海道スタディからわかったこと

有機フッ素化合物
(PFDoDA, PFTrDA)
濃度の増加によって、4歳
でのアレルギー、湿疹の
リスクが低下

低濃度 高濃度

低濃度 高濃度

オ
ッズ
比

オ
ッズ
比

オ
ッズ
比

オ
ッズ
比

湿疹アレルギー

免疫機能への影響
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WHO研究協力センターとしての取り組み

① 化学物質と健康に関する一般市民向けリーフレットの作成

http://www.wpro.who.int/health_environment/en/
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WHO研究協力センターとしての取り組み

② 環境と子どもの健康について研究をする世界の機関と協力
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WHO研究協力センターとしての取り組み
③ WHOのトレーニングモジュールの翻訳

・Why Children? /なぜ子ども?

・Children are not little adults/
子どもは小さな大人ではない

・Chemicals/子どもと化学物質
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私たちは研究を通して、環境が子どもの健康に与える
影響を明らかにしていきます
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ご清聴ありがとうございました

mminatoya@cehs.hokudai.ac.jp
ご質問はこちらまで↓
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